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概 要 

●世界自然遺産『知床』を有する羅臼町は、“日本最後の秘境”ともいわれる雄大かつ貴重な自然を

有し、更に、間近には北方領土国後島を望む厳しくも幸豊かな海に育まれながら、力強く歴史を刻ん

できた。 

●基幹産業である水産業は、魚種によって水揚げ高の格差が非常に大きく、更に海水温の上昇等によ

る海面環境の変化が生じ、主要魚種のホッケやスケトウダラが年々減少し、漁業生産活動への影響が

懸念されている。 

●観光業は、観光船事業の定着や学習旅行の誘致など交流人口の拡大が図られつつあるが、更に地域

を活かした本物体験事業の開発、外国人旅行者の受け入れや体制の整備やガイド養成が求められてい

る。 

●人口の減少は、当町においても今後更に進行が予想され、少子高齢化・都市部への人口流出に拍車

がかかっている。 

●これまで当町における創業支援については、町、商工会、漁業協同組合や観光協会がそれぞれ個別

に相談を受け、対応している状況である。 

●本計画により、町と支援機関とする産業団体（商工会、漁業協同組合、観光協会）や金融機関（大

地みらい信用金庫、釧路信用組合）が連携し、窓口機能をワンストップに集約するとともに、専門性

により各支援機関が適切な情報を提供することで、創業支援体制の強化を図り、創業しやすい環境づ

くりを構築する。 

 

年間目標数 創業支援対象者数：１０件  創業者数：４件 

 

特   

徴 

羅臼町では、ビジネスモデルの構築、資金調達など創業に必要となる要素に応じて、関係機関の強

みを生かした適切な創業支援の提供を行う。 

創業前 創業後 

1.地域資源の

活用の仕方 

2.ターゲット

市場の構築と

仕方 

3.ビジネスモ

デルの見つけ

方 

4.売れる商

品・サービス

の作り方 

5.適正な価格

の設定と効果

的な販売方法 

6.資金調達の

方法 

7.事業計画書

の作り方 

8.許認可、手

続き 

9.コア事業の

事業展開の可

能性や連携事

業への拡大可

能性 

羅臼町、羅臼

漁業協同組

合、知床羅臼

町観光協会が

連携し、地域

資源である羅

臼昆布を始め

とした海産物

や日本最後の

秘境ともいわ

れる雄大かつ

貴重な自然を

有した観光資

源の有効活用

を支援する 

羅臼町、羅臼

町商工会、羅

臼漁業協同組

合、知床羅臼

町観光協会が

連携し、ニー

ズの把握を行

い、情報提供

する 

羅臼町、羅臼

町商工会、羅

臼漁業協同組

合、知床羅臼

町観光協会が

連携し、顧客、

ニーズへの対

応、採算性の

アドバイスを

行う 

羅臼町、羅臼

町商工会、羅

臼漁業協同組

合、知床羅臼

町観光協会が

連携し、商品、

サービスに対

するアドバイ

スを行う 

羅臼町、羅臼

町商工会、羅

臼漁業協同組

合、知床羅臼

町観光協会が

連携し、販売

先、ターゲッ

ト、販売方法、

価格等のアド

バイスを行う 

羅臼町、大地

みらい信用金

庫、釧路信用

組合と連携

し、資金調達

のアドバイス

と補助金等の

申請書作成支

援を行う。ま

た、羅臼町は

制度融資や利

子補給を行う 

羅臼町、羅臼

町商工会が連

携し、事業計

画の策定につ

いて、助言・

指導を行う。

大地みらい信

用金庫、釧路

信用組合は、

ニーズに沿っ

た事業計画書

の策定につい

てアドバイス

を行う 

関係機関が専

門的なアドバ

イスを行う。

また、羅臼町

は創業手続き

等のアドバイ

スをし、関係

機関へ連絡及

び紹介を行う 

羅臼町、羅臼

町商工会、羅

臼漁業協同組

合、知床羅臼

町観光協会が

連携し、創業

後の事業展開

や新分野への

進出可能性等

について継続

的なアドバイ

スを行う 

 

 

＜全体像＞ 

 

羅臼町 

羅臼町商工会 

羅臼漁業協同組合 

知床羅臼町観光協会 

大地みらい信用金庫・釧路信用組合 

情報の共有 

連携 連携・支援 

○相談窓口の設置 

〇専門家の派遣、相談 

○各種補助事業助言支援 

○創業計画協力 

○セミナー等の開催 

○情報提供 

○アドバイス 

○情報提供 

○アドバイス 

○専門家の派遣、相談 
○融資等金融支援 

○相談窓口の設置 

○創業支援補助制度 

○町融資利子補給制度 

 

創業希望者・創業者 

下線は「特定創業支援等事業」 


